
(1)　△ABCで余弦定理より

　　　 22 = 21 + 2
0 1U2 -2･1･U2 cos4BAC  

　　　 cos4BAC =- U2

4
 　　　　  　　　　　　　　　　　　 …[答]

(2)　 AB･AC= AB AC cos4BAC  

　　　　　    =1･U2 ･8 9- U2

4
 

　　　　　    =-
1

2
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　…[答]

(3)　点Pは辺BC上より

　　　 AP=01 1-s AB+sAC 　（ただし， 0(s(1）

　とおける。よって，

　　　 AP+BP+CP=AP+0AP 1-AB +0AP 1-AC  

　　　　　　　　　  =3AP-AB-AC 

　　　　　　　　　  =02 1-3s AB+03s 1-1 AC 

　ここで， AP+AB+AC =k とおくと

　　　 2k =
2

+0 1-2 3s AB 0 1-3s 1 AC  

　　　     = 2
0 1-2 3s

2
AB +202 1-3s 03s 1-1 AB･AC+ 2

0 1-3s 1
2

AC  

　　　     = 2
0 1-2 3s ･1+202 1-3s 03s 1-1 ･8 9-

1

2
+ 2

0 1-3s 1 ･2 

　　　     =36 2s -33s+8 

　　　     =36
2

8 9-s
11

24
+

7

16
 

　 0(s(1 より

　 s=
11

24
 のとき 2k  の最小値は 

7

16
 となる

　したがって

　 AP+AB+AC の最小値は U
7

4
 　　　　　　　　　　　　 　…[答]
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[1]



[2]

(1)　 a=1 のとき， 2C  は　 2x + 2y -4x-2y-15=0 

　　 1C  と 2C  の 2 つの共有点を通る直線は

　　　 2x+y+3=0 

　　求める共有点は， 1C  と直線の交点であるから

　　　 2x + 2
0 1--2x 3 =9　C　 5 2x +12x=0 

　　ゆえに， x=0， -
12

5

　　よって，2 交点の座標は 00， 1-3 ， 8 9-
12

5
，

9

5
 　　　 　　　…[答]

(2)　求める円の方程式は，実数 k を用いて

　　　 k0
2x + 2y 1-9 + 2x + 2y -4x-2y-15=0 0k' 1-1  

　で表され，点 0 1-1，6  を通ることにより

　　　 28k+14=0 

　ゆえに， k=-
1

2
 

　このとき，円の方程式は

　　　 2x + 2y -8x-4y-21=0 　　　　　　　　　　　　　　　 …[答]

(3)　 1C  は中心 0 10，0 ，半径 3 であり， 2C  は中心 0 12a，a ，半径

　 U ++5 2a 2a 13  の円である。また，中心間の距離は U5 2a  である。

　 1C  と 2C  が接するとき，共有点がちょうど 1 つになるので，求める

　条件は， 1C  と 2C  が内接するとき

　　　 U ++5 2a 2a 13 -3 =U 5 2a

　 1C  と 2C  が外接するとき

　　　 U ++5 2a 2a 13 +3=U 5 2a

　まとめて整理すると

　　　　　   5 2a +2a+13$6U ++5 2a 2a 13 +9=5 2a  

　　　C　$ 3U ++5 2a 2a 13 =-a-11 

　よって， 905
2a +2a 1+13 = 2a +22a+121 

　　　C　 11 2a -a-1=0 

　よって，求める a の値は，a=
$1 3U5

22
　　　　　　　　　   　…[答]

高松高等予備校



　(1)　 
1

2a
=

1

1
+

1

2
=

3

2
 　　+  2a =

2

3
 

　　　 
1

3a
=

3

2
+

1

4
=

7

4
 　   + 3a =

4

7
 

　　　 
1

4a
=

7

4
+

1

8
=

15

8
　  + 4a =

8

15
 　　　　　　　　　　　　 [答]

　(2)　 nc =
1

na
とおくと　 1c =

1

1a
=1

　　　　　 +n 1c = nc +
n

8 9
1

2
　

　　 n)2 のとき

　　　　　 nc = 1c +
=k 1

-n 1

P
k

8 9
1

2

　　　　　　 =1+

1

2 > ?-1
-n 1

8 9
1

2

-1
1

2

　　　　　　 =1+1-
-n 1

8 9
1

2
 

 　　　　　　=2-
-n 1

8 9
1

2
…①

　　　 ①で n=1 とすると， 1c =2-
0

8 9
1

2
=1 となるから ①は n=1 の

　　　ときも成り立つ。　

　　　したがって　 nc =2-
-n 1

8 9
1

2
 　

　　　よって　 na =
1

nc
=

1

-2
-n 1

8 9
1

2

=
-n 12

-n2 1
  　　　　　　　　　[答]

　(3)　 (2)より

　　 nb =
+3 na 2

na
=3+

2

na
=3+2･

-n2 1
-n 12

=3+4-
1
-n 22

=7-
1
-n 22

 [答]

　(4)　 nP 0 1nb ,  +n 1b  とおく

　　　 1P 0 11b ,  2b  = 0 15,   6

　　　 2P 0 12b ,  3b  =8 96,   
13

2

[3]



　　　直線 1P 2P の方程式は  y=
1

2
x+

7

2
 

　　　 nP 0 1nb ,  +n 1b  = nP 87-
1
-n 22

,  7 9-
1
-n 12
で

　　　 いま　 
1

2
x+

7

2

　　　　　 =
1

2 87 9-
1
-n 22

+
7

2

　　　　　 =7-
1
-n 12

 が成立するので，点 nP  は直線 1P 2P  上にある。

　　　よって，すべての点 nP 0 1nb ,  +n 1b   は一直線 8y=
1

2
x 9+

7

2
 上にあ

　　　る。

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [証明終]
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　　　f0 1x =- 3x +x， g0 1x = 2x -aとおく 

(1)　点Pを 0 1t,   f0 1t  とおくと

　　f0 1t =g0 1t  より

　　 　- 3t +t= 2t -a から a= 3t + 2t -t 

　　f -0 1t =g -0 1t  より

　　 　-3 2t +1=2t  から 

　　　　0t 1+1 03t 1-1 =0 

　　　　t=-1,   
1

3
 

　　　t=-1 のとき a=1 

　　　t=
1

3
 のとき a=-

5

27
 

　　a>0 より a=1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　   …[答]

　

(2)　g -0 1x =2x より共通接線  の方程式は y=-20x 1+1 =-2x-2

　   と 1C  の共有点の x 座標は

　　　- 3x +x=-2x-2 

　　　 3x -3x-2=0 

　　　 2
0 1+x 1 0x 1-2 =0 

　　　x=-1,   2 

　点Aは点Pと異なるので x=2 

　よって　A 02,    1-6  　　　　　　　　　　　　　　　　　          …[答]

(3)　 2C  上の点 0s,   2s 1-1  における接線の方程式は

　　　y-0
2s 1-1 =2s0x 1-s  

　　　y=2sx- 2s -1 

　　この接線が点A 02,    1-6  を通るとき

　　　-6=4s- 2s -1 

　　　 2s -4s-5=0 

　　　0s 1+1 0s 1-5 =0 

　　　s=-1,    5

　　求める接線は   と異なるので s=5 より

　　　y=10x-26 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         …[答]

[4]



x 

 y

 O
5

A(2，-6)
-1

2C  y=10x-26 

y=-2x-2 

(4)　

　　求める図形は図の斜線部分である。

　　図形の面積を S とすると

　　　 S=Q-1

2

6 7--2x 1 0 1--2x 2 dx+Q 2

5

6 7--2x 1 0 1-10x 26 dx 

　　　　 =Q-1

2
2

0 1+x 1 dx+Q 2

5
2

0 1-x 5 dx

　　　　 =
-1

2

< =
1

3
3

0 1+x 1 +
2

5

< =
1

3
3

0 1-x 5  

　　　　 =18 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　            …[答]
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